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概    要  
我々はこれまでに、気分障害には脳内 glycogen synthase kinase 3β (GSK3β)の活性化が関与してい




ける NE の動態を調べることを目的に実験を開始した。血中 NE 濃度を測定すると、うつ病モデル動物
ではコントロール動物よりも低下していた。今後は、NE トランスポーターの発現変化などを検証して
いく予定である。 




症状発現には脳内 glycogen synthase kinase 3β 
(GSK3β)の活性化が関与していることを明らかと













































































































得られた成果を Neuroscience Meeting などの国
際学会や、日本生物学的精神医学会、躁うつ病の
薬理・生化学的研究懇話会などの国内学会にて発
表していく予定である。 
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